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　県議会での議論の後、今年１月に、県庁内に「NHK
ドラマ推進プロジェクトチーム」が設置され、部局横断
で本県の魅力発信、観光誘客等の事業に取り組むこと
になりました。
　平成31年度予算においても大河ドラマの放映に合わ
せ、戦国をテーマとした観光キャンペーンを展開する予算として「戦国ワンダーランド滋賀・びわ湖」
観光ＰＲ事業費、１億300万円が計上されました。
　また、下阪本公園のトイレについては、地域からの要望やこの県議会での質問を受けて整備され
ることとなり、今年末の完成を目指して既存施設の改修や身体障害者用トイレの増築が進められます。

解
　説

あ
い
さ
つ

　

平
成
31
年
２
月
県
議
会
は
、
5
4
1
4
億
８
千
万
円

の
平
成
31
年
度
予
算
案
や
「
障
害
者
差
別
の
な
い
共
生

社
会
づ
く
り
条
例
」
案
な
ど
を
可
決
し
て
、
３
月
15
日

に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

滋
賀
の
未
来
を
拓
き
、
県
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
に
寄

り
添
う
県
政
の
実
現
を
目
指
し
て
、
引
き
続
き
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
平
成
31
年
２
月
県
議
会
◆

小
児
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
の

　
　

  　
再
整
備
が
ス
タ
ー
ト

Q

再
整
備
後
の
小
児
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
が
果
た
す

役
割
は
？

A  

小
児
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
、
療
育
部
、
守
山
養
護

学
校
の
一
体
的
整
備
に
よ
り
、
治
療
の
困
難
な
病
気
の

子
ど
も
た
ち
が
医
療
、
福
祉
、
教
育
を
一
体
的
に
受
け

ら
れ
る
環
境
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
総
合
病
院
と

の
統
合
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
高
度
医
療
の
提
供
し
、
小

児
か
ら
成
人
ま
で
切
れ
目
な
い
医
療
を
提
供
し
て
い
く
。

　

今
後
と
も
難
治
・
慢
性
疾
患
の
子
ど
も
を
対
象
と
し

た
医
療
、
保
健
、
療
育
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
県
の
中
核

機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。

Q

患
者
や
そ
の
家
族
、
児
童
生
徒
な
ど
利
用
者
の
視

点
を
設
計
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
で
は
？

A  

こ
れ
ま
で
も
佐
藤
議
員
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
か
ら

「
総
合
病
院
に
吸
収
さ
れ
る
の
で
は
な
く
独
立
し
た
建

物
が
必
要
」「
守
山
養
護
学
校
と
病
院
は
別
棟
に
し
て

ほ
し
い
」
と
い
っ
た
意
見
を
い
た
だ
き
、
可
能
な
限
り

基
本
計
画
に
反
映
し
て
き
た
。

　

今
後
の
施
設
設
計
に
あ
た
っ
て
も
、
利
用
さ
れ
る
方

に
と
っ
て
よ
り
良
い
施
設
と
な
る
よ
う
様
々
な
機
会
を

通
じ
て
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

Q

守
山
養
護
学
校
の
教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て
？

A  

守
山
養
護
学
校
の
移
転
に
あ
た
っ
て
は
病
院
と
別

棟
と
す
る
こ
と
で
入
院
生
活
と
学
校
生
活
の
環
境
を
明

確
に
分
け
る
と
と
も
に
、
校
庭
に
出
て
自
然
に
触
れ
る

動
線
を
考
慮
し
て
、
平
屋
の
建
物
と
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
現
在
、
会
議
室
や
教
材
の
保
管
場
所

の
不
足
、
廊
下
が
狭
い
こ
と
等
の
課
題
が
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

入
院
中
の
児
童
生
徒
に
と
っ
て
学
び
や
す
く
、
機
能

的
な
学
校
と
な
る
よ
う
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q

総
合
病
院
と
の
統
合
に
向
け
た
取
り
組
み
は
？

A  

ど
の
よ
う
な
病
院
像
を
目
指
す
の
か
と
い
う
理
念

の
構
築
、
共
有
が
ま
ず
必
要
で
あ
る
。
そ
の
上
で
医
療

技
術
部
門
や
事
務
局
の
一
体
化
、
医
療
安
全
や
感
染
防

止
等
の
各
種
委
員
会
の
統
合
、
診
察
券
の
統
一
や
患
者

情
報
の
共
有
化
等
の
シ
ス
テ
ム
の
一
体
化
に
つ
い
て
具

体
的
な
詰
め
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
に
よ
る
検
討
や
経
営
協
議
会
等
へ
の
意
見
聴
取
を
も

と
に
実
行
に
移
し
て
い
く
。

Q

病
院
事
業
庁
の
経
営
に
与
え
る
影
響
は
？

A  

再
整
備
後
２
年
目
ま
で
は
経
常
損
失
が
発
生
す
る

見
込
み
。
一
方
で
、
診
療
科
の
充
実
や
重
症
患
者
の
受

入
能
力
が
上
が
る
こ
と
か
ら
入
院
患
者
が
増
加
す
る
と

と
も
に
、
新
し
い
施
設
や
機
能
に
よ
り
入
院
単
価
の
上

昇
を
見
込
ん
で
お
り
、
開
設
３
年
後
に
は
収
支
均
衡
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
と
分
析
し
て
い
る
。
試
算
を
現
実

の
も
の
と
す
る
た
め
に
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
。

◆
平
成
30
年
11
月
県
議
会
◆

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
を
通
じ
た

　
　
　
　
　

 

地
域
の
活
性
化
を

Q

取
り
組
み
が
他
府
県
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
？

A  

こ
の
機
を
活
か
し
、
本
県
の
戦
国
を
中
心
と
し
た

魅
力
を
発
信
し
、
観
光
誘
客
に
つ
な
げ
る
た
め
、
大
河

ド
ラ
マ
を
活
用
し
た
観
光
施
策
の
展
開
を
市
町
、
観
光

協
会
と
確
認
を
し
た
。
さ
ら
に
、
撮
影
誘
致
に
も
取
り

組
み
、10
月
か
ら
県
内
各
地
で
風
景
の
撮
影
が
始
ま
っ
た
。

Q

大
津
市
と
の
連
携
に
つ
い
て
？

A  

明
智
光
秀
公
ゆ
か
り
の
地
が
数
多
く
残
る
大
津
市

に
お
い
て
「
麒
麟
が
く
る
」
大
津
市
観
光
振
興
協
議
会

が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
や
受
入
体
制
の

整
備
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
県
と
し
て
し
っ
か
り
と

支
え
て
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
放
映
の
効
果
が
全
市
町
に
波
及
す
る
よ
う
、

全
県
が
一
丸
と
な
っ
た
組
織
を
立
ち
上
げ
、
他
の
武
将

も
含
め
、
戦
国
を
テ
ー
マ
に
情
報
発
信
を
行
う
。

Q

坂
本
城
址
の
あ
る
下
阪
本
公
園
で
は
ト
イ
レ
整
備

の
要
望
も
出
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
に
よ

る
観
光
情
報
の
提
供
等
、
受
入
体
制
の
整
備
を
進
め
る

べ
き
で
は
？

A  

来
訪
者
へ
の
お
も
て
な
し
体
制
の
充
実
は
ソ
フ
ト
、

ハ
ー
ド
両
面
で
重
要
で
あ
り
、
ゆ
か
り
の
地
を
Ａ
Ｒ
等

で
紹
介
す
る
こ
と
に
も
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
。

　

県
と
し
て
は
ト
イ
レ
を
は
じ
め
、
可
能
な
限
り
ア
メ

ニ
テ
ィ
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
機
を
逃
さ
な
い

よ
う
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

小
児
保
健
医

療
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
県

議
会
に
初
当
選

し
た
平
成
23
年

度
に
常
任
委
員

会
で
将
来
構
想

検
討
委
員
会
の

あ
り
方
に
つ
い

て
議
論
し
て
以

来
、
た
び
た
び
県

議
会
で
取
り
上

げ
、
再
整
備
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く

平
成
31
年
度
予
算
に
設
計
費
用
が
計
上
さ
れ
、

2
0
2
0
年
度
に
か
け
て
基
本
設
計
、
実
施
設

計
、
2
0
2
1
年
度
か
ら
建
築
工
事
に
着
手
、

2
0
2
4
年
１
月
に
供
用
が
開
始
さ
れ
る
と
い

う
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
単
に
老
朽
化
し
た
病
院
を
建
替
え

る
だ
け
で
は
な
く
、
時
代
の
要
請
に
応
じ
た
本

県
の
新
た
な
医
療
、
保
健
、
療
育
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
拠
点
と
な
る
よ
う
新
病
院
の
将
来
像
が

し
っ
か
り
と
示
さ
れ
る
よ
う
議
論
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。

実現しました

下阪本公園



未来への

５５つ
の視点

教育再生、学力向上を
目指します

●毎年、全国で下位に低迷する学力・学習状況調査の
結果を踏まえ、就学前を含めて学びの質を高め、教育
再生に全力を挙げます。

●高度なＳＴＥＭ教育など外部人材を活用して発達段
階に応じたキャリア教育の充実を図ります。

医療・介護の充実、
健康づくりを進めます

●「命」に関わる政策にこだわります。がん対
策をはじめ、地域医療の充実と保健・医療・
介護の連携をさらに進め、一人暮らしの高
齢者や要介護認定者を地域で支える仕組
みをつくります。

●健康寿命の延伸に向けて医療・看護・介護
を担う人材育成、確保に取り組みます。

暮らし安心、災害に
強いまちをつくります

●国道1号線の新たなバイパスをはじめ災害
に強い道路ネットワークの整備を進めます。
●大戸川をはじめとする河川整備に取り組む
とともに、土砂災害防止対策を促進します。
●大津市東部における警察拠点の検討を進
め、警察力の向上や自主防犯活動を支援し
ます。

琵琶湖の保全再生と
活力ある地域社会を
つくります

●琵琶湖の生態系保全を目指し、セタシジミの復活や
先進技術を活用したモニタリング体制を構築します。

●中小企業の廃業率が全国的に高い中で企業承継や
起業支援の充実を図るとともに、都市農業を振興し
ます。
●官民連携で公共交通の活性化を検討します。

スポーツと文化で
県民満足度を高めます

●2024年の国民スポーツ大会などを見据
え、スポーツで交流の場を創出し、健康づく
りと街のにぎわいの拠点となるスポーツ施
設の整備を進めます。

●琵琶湖文化館の機能を継承し、滋賀県の誇
る歴史文化を体感する拠点の整備を進め
ます。

未来を担う「ひとづくり」
暮らしを守る「まちづくり」
未来を担う「ひとづくり」
暮らしを守る「まちづくり」
未来を担う「ひとづくり」
暮らしを守る「まちづくり」

人口減少とともに、さらに少子高齢化が進む中で

あらゆる分野で「未来に向けた種まき」を
していく必要があります。
時代の変化に挑むという強い決意で皆さんと一緒に
滋賀の未来をつくります。




